
アルゴリズム iNPHとADの鑑別、併存の扱い

健忘症といった症状、脳血流シンチその他の検査でADの合併が
否定できないが、iNPHで説明しうる歩行障害がある

タップテスト陰性

AD併存が
疑われるiNPH

併存は否定できない

歩行障害の悪化に
注意し

内服等の治療を行う

DESH, 画像上でiNPHを疑う

シャント術を考慮

歩行障害＞認知障害の
改善がある場合の患者
の利益・不利益を検討

タップテスト陽性

タップテストで確認が望ましい
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